
・論文データベースを使った検索が有効

・論文の情報は、OPACでは検索できない

・掲載雑誌には、紙媒体と電子媒体のものがある

・Web上に本文が公開されている論文もある

......など

雑誌論文の特徴

2019.1

https://lib.kobe-u.ac.jp/kulip/top/
https://lib.kobe-u.ac.jp/userguides/contact/#literacy


1. ṕ Ṗ

学術論文とは、研究者が自身の研究成果を文章にまとめて公表したものです。
学術論文は、学術雑誌上の記事として公表されることが多いため、雑誌論文
とも呼ばれます。論文の種類には以下のようなものがあります。

Å ṕ ṇ ṇṖ
新規性を持つあるまとまった研究成果について、定められた形式にのっ
とって詳細に記されたもの。 を受けている場合が多い。

Å ṇ
研究過程で判明した新しい事実などについての短い報告。速報性がある。

Å ṇṕ Ṗ
最新の研究内容を簡略な形式で記したもの。速報性が高い。

Å ṇ
特定分野の研究成果や動向をまとめたもの。同分野における今後の課題
や展開を示唆する内容のものもある。



2. ︣

雑誌論文は特定の雑誌に掲載された記事のため、OPACで論文そのものを検索
することはできません。雑誌論文を探すには、論文データベースを利用する
必要があります。

例) 武田廣「電子の大きさ」『電気学会誌』136(5), p.265, 2016.

雑誌論文

雑誌タイトル
出版社
ISSN など

論文タイトル
論文著者名
掲載巻号 など

OPAC קּ

OPAC קּ ךּ
ṇ ṇ



3. ṇ ṇ

論文データベースは、論文の情報を整理して保存しているコンテンツです。
このデータベースを検索することで、研究テーマ決定時や実際の研究・執筆
時に必要とする論文の情報を効率的に調べることができます。

論文を入手

ṇ の論文を探したい

טּ の論文を探したい

טּ に掲載された
論文を探したい

ṇ ṇ で
論文の情報を検索する

(本文が提供されている場合もあります)

特定の論文を探す

論文の情報が足りない

論文の情報が揃っている
論文名
論文著者名
掲載雑誌名
掲載巻号
発行年月、掲載ページ



4. ṇ ṇ

神戸大学ではさまざまなデータベースを契約しています。論文を効率的に検索
するためには、適切なデータベースを選択することが重要です。

ṇ ṇ ṕ ṇ Ṗ

CiNii Articles JDreamIII Web of Science

国内で刊行された雑誌
に掲載の記事・論文

主に国内の科学技術・
医学・薬学分野の論文

評価の高い学術雑誌に
掲載された英語論文

1945年ごろ～
JSTPlus: 1981年～
(検索対象ごとに異なる)

自然科学: 1900年～
社会科学: 1900年～
人文科学: 1975年～

ÅWeb上で公開されて
おり、自由に利用で
きる

Å一部の論文情報には
本文リンクや引用文
献リストが付与され
ている

Åシソーラス検索など
検索支援機能が充実
している

Å英語論文にも日本語
のタイトルや抄録が
付与されている

Å引用／被引用の関係
にある論文をあわせ
て確認できる

Å雑誌の影響力（イン
パクトファクター）
を確認できる



5. ṇ ṇ

論文データベースへは、図書館Webサイト上の「データベース一覧」から
アクセスできます。右サイドバーでは、分野や内容からデータベースを絞り
込むことができます。

https://lib.kobe -u.ac.jp/

図書館Webサイト

「データベース一覧」
からデータベースを
選択すると、詳細画
面が表示されます。

詳細画面上で「データ
ベース名」のリンクを
クリックすると各デー
タベースにアクセスで
きます。

詳細画面では、データ
ベースの概要やマニュ
アルも確認できます。

https://lib.kobe-u.ac.jp/
https://lib.kobe-u.ac.jp/
https://lib.kobe-u.ac.jp/


6. 

や 機能、 ṇ などの便利な機能を使うと、
より効率的に論文を検索できます。

例) Web of Science Core Collection

①

②

③

AND AとBの両方を含む結果を検索

OR AとBの少なくとも一方を含む結果を検索

NOT Aは含むが、Bは含まない結果を検索

ṇ

タイトルや著者名などキーワード
の検索対象を指定

論文が発表された年や期間を指定



7. 

Step 1: ṇ

① 論文データベースで検索し、フルテキストのリンクを確認
② 神戸大学OPACや電子リソースリストで掲載雑誌を検索

Step 2: 

神戸大学OPACで雑誌を検索し、掲載巻号があるかを確認
※ 学内でも遠方の図書館にある場合は、文献複写が便利です

Step 3: ︣ (ILL)

学内他館・他大学から論文のコピーを取り寄せるサービス (有料)

電子ジャーナルが
見つからない… そういう時は！

次は！
神戸大学の図書館でも

見つからない！

探したい論文の情報が調べられたら、論文の本文を入手します。
電子媒体Ҝ神戸大学所蔵分Ҝ他機関所蔵分の順に調べると効率的です。



8. ṇ

電子ジャーナルはOPACで検索できます。必ず「巻号」欄で利用可能範囲を確
認して、「URL」欄のアイコンから本文提供サイトにアクセスします。

OPAC詳細検索画面で「資料区分」を「電子
ジャーナル」に指定すると電子ジャーナル
のみが検索されます。「雑誌」を選択する
と紙媒体の雑誌と電子ジャーナルの両方が
同時に検索できます。

「JOURNAL」アイコンをクリックして
電子ジャーナル提供サイトにアクセス



9. 

紙媒体の雑誌を検索する場合には、必ず所蔵巻号を確認します。
また短いタイトルの雑誌を探す場合は、詳細検索を使用して、「資料区分」を
「雑誌」にしたうえで、検索条件を「書名(完全形)」に指定すると効率的です。

・括弧の外側の数字はó巻ó、括弧内の数字はó号óを表します。

・数字がハイフン( - ) は、間の巻号を全て所蔵していることを表します。

・数字がカンマ ( , ) は、その間の巻号の所蔵がないこと（欠号）を表します。

・括弧内が空白の場合は、一部の号がないこと（欠号）を表します。

・右端のプラス ( + ) は、最新巻号を継続購読していることを表します。

例) 5(1-3, 7-12), 7-8, 9() 

Ҝ 5巻の1号～3号と7号～12号、7巻と8巻の全ての号、および9巻を所蔵しているが、

5巻の4号～6号と6巻、および9巻の一部の号は所蔵がない。



10. 

雑誌や新聞などの定期刊行物は新しい巻号と古い巻号（バックナンバー）
で配架場所が異なることがあります。所蔵巻号と所蔵館を確認したら必ず
詳細な配架場所まで確認するようにしてください。

配架場所をクリックすると
フロアマップが表示されます。



11. ILL

Web上でも神戸大学でも閲覧できない雑誌論文は、他大学等の図書館から本文
のコピーを取り寄せることができます。 ṇ
*論文によっては著作権法や保存の関係上、全文を取り寄せられないものもあります。

文献複写は「アカウントサービス」から申し込
めます。申し込みの際は、学内で閲覧できない
資料であることを確認したうえで、「連絡方法」、

「申込方法」、「申込内容」が間違いないかも
チェックしてからお申し込みください。

「CiNii Articles」や「Find it! Kobe Univ.」の画面
から申込を行うと、「申込内容」の一部があら
かじめ記載されて表示されます。



12. ḱ ︣

他大学・他機関の所蔵資料は、直接その機関を訪問して利用することもできま
す。ただし訪問利用には、事前に紹介状等の発行が必要なため、
ḱ ṇ פֿ שּ 。ךּאל

所蔵機関の検索は「CiNii Books」で行えます。

CiNii Books
https://ci.nii.ac.jp/books/

「CiNii Books」では、国内の大学図書館を中心
に資料の所蔵館を検索できます。所蔵館は50

音順に表示され、地域や都道府県ごとの絞り
込みも行えます。

https://ci.nii.ac.jp/books/
https://ci.nii.ac.jp/books/


13. Find it! Kobe Univ.

Step 1: ṇ

Step 2: 

* CiNii Booksも検索できます

Step 3: 
︣ (ILL)

データベースの画面に表示される のアイコンをクリックす
ると、電子ジャーナルと神戸大学の所蔵を同時に調べられます。またILLの申
込もこの画面から行えます。

表示例) CiNii Articles



14. ṇ

ディスカバリー検索を使うと、図書・雑誌・論文・電子資料などを一括して
検索できます。結果を「神戸大学で閲覧できる資料」のみに絞り込むことも
できます。

検索結果を「論文・記事」に絞り込むと雑誌
論文を検索しやすくなります。

「デジタルコンテンツあり」の表示がある資料
は、「オンライン」タブや「Find it!」のタブ
などから本文公開ページにアクセスできます。



ךּ .15

神戸大学で契約しているデータベースや電子ジャーナルへのアクセスは、原則
学内のネットワーク環境からのみ可能です。
ただし、「VPN ṇ 」や「 」サービスを利用すると、学外からで
もこれらのリソースへのアクセスが可能になります。

接続方法等の詳細は、神戸大学情報
基盤センターのWebサイトを参照し
てください。

http://www.istc.kobe -u.ac.jp/

http://www.istc.kobe-u.ac.jp/
http://www.istc.kobe-u.ac.jp/

